
　

兎
川
寺
の
枝
垂
れ
桜
、薄
川
の
桜
、

地
区
内
の
名
所
と
言
わ
れ
る
桜
の

樹
々
が
、今
年
も
可
憐
で
優
美
な
花

を
魅
せ
て
く
れ
ま
し
た
。『
桜
指
数

六
百
』と
い
う
言
葉
を
、ご
存
じ
の
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。2
月
1
日
か

ら
一
日
の
最
高
気
温
を
積
算
し
て
い

き
、そ
れ
が
六
百
に
達
す
る
と
開
花

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

数
年
来
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、地
域
住
民
の
方
々
の
公
民
館
活

動
へ
の
情
熱
は
否
応
な
く
抑
え
ら

れ
、生
活
様
式
や
価
値
観
に
も
少
な

か
ら
ず
変
容
を
も
た
ら
し
、様
々
な

面
で
過
渡
期
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
里
山
辺
地
区
は
、全
市
35
地

区
の
中
で
も
社
会
教
育
分
野
の
イ
ン

　

本
年
度
、計
画
し
て
い
る
一
年
間
の

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
第
１０
回 

里
山
辺
地
区
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
５
月
２０
日（
火
）

◇
里
山
辺
地
区

　

軟
式
野
球・ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
６
月
１
日（
日
）

◇
里
山
辺
地
区
マ
レッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
８
月
１９
日（
火
）

◇
第
７０
回 

里
山
辺
地
区
大
運
動
会

　

１０
月
１９
日（
日
）

◇
第
５０
回　

里
山
辺
地
区
文
化
祭

　

１１
月
１
日（
土
）・２
日（
日
）

◇
里
山
辺
地
区
第
６８
回
卓
球
大
会・

　

第
４５
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会　

　

１１
月
２３
日（
日
）

◇
立
志
式

　
２
月
７
日（
土
）

●  令和7年度公民館事業  ●
フ
ラ
が
、と
り
わ
け
整
って
い
る
地
域

だ
と
言
い
切
って
も
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
公
民
館
活
動
に
対
す

る
情
熱
を
桜
指
数
に
例
え
る
な
ら

ば
、開
花
の
た
め
の
指
数
六
百
を
凌

駕
す
る
熱
量
を
す
で
に
お
持
ち
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
小
幡
前
館
長
、さ
ら
に

は
そ
の
先
代
館
長
さ
ん
の
業
績
に
敬

意
を
表
し
、付
け
て
く
だ
さ
っ
た
道

筋
を
辿
り
な
が
ら
、こ
の
時
代
の
過

渡
期
の
中
で
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
、

そ
し
て
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

公
民
館
長　

手
島　

学
　

市
役
所
定
年
後
の
5
年
間
、
松

本
民
藝
館
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ご
縁
か
ら
か
、
里
山
辺
公
民

館
長
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

過
去
に
松
本
城
管
理
事
務
所
長

を
経
験
し
た
の
で
す
が
、
兎
川
寺

に
初
代
松
本
城
主
、
石
川
数
正
公

の
供
養
塔
が
あ
る
の
に
も
、
勝
手

な
が
ら
こ
の
地
域
へ
の
奇
縁
を
感

じ
、
引
き
続
き
勤
務
で
き
る
こ
と

を
光
栄
に
思
った
と
こ
ろ
で
す
。

　

何
卒
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
いい
た
し
ま
す
。

手島　学

里山辺地区
公民館長

❖
新
任
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

❖
新
任
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

　
４
月
か
ら
里
山
辺
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
と
な
り
ま
し

た
、
小
松
可
奈
と
申
し
ま
す
。
里

山
辺
地
区
に
つい
て
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

地
区
の
皆
様
と
日
々
接
し
て
い
く
な

か
で
勉
強
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

業
務
も
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ず
、
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し

ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

退
任
の
ご
挨
拶

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
保
健
師

異
動
職
員
の
紹
介

　

私
こ
と
、
こ
の
度
里
山
辺
公
民

館
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
町

会
長
様
を
始
め
、
町
会
の
役
員
の

皆
様
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。私
に
とっ

て
地
域
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

5
年
間
は
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く
充

実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
殊

に
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
恐
怖
に

襲
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
中
止

と
な
っ
た
こ
と
で
、
地
域
か
ら
人
々

の
姿
が
減
少
し
、
公
民
館
に
訪
れ

る
人
も
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
人
々
の
繋
が
り
が

希
薄
と
な
り
、
こ
の
様
な
生
活
が

3
年
間
続
き
ま
し
た
。
こ
の
間
に
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
対
策
も
進

み
、
そ
れ
に
追
随
す
る
様
に
コロ
ナ

感
染
者
も
減
少
し
た
こ
と
で
、つい

保

健

師

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

藤
森　

満
里
菜

本
木　

則
彦

保

健

師

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

西
澤　

美
佳

波
多
野　

葵

保
健
師
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

新
任
職
員
の
紹
介

❖
住
民
の
繋
が
り
が
地
域
の
宝

　
〜
公
民
館
活
動
を
通
し
て

　
　
　
再
認
識
し
た
5
年
間
〜

❖
住
民
の
繋
が
り
が
地
域
の
宝

　
〜
公
民
館
活
動
を
通
し
て

　
　
　
再
認
識
し
た
5
年
間
〜

に
は
活
動
が
再
開
で
き
る
ま
で
に

至
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
も
し

な
か
っ
た
こ
と
で
、
煩
わ
し
さ
か
ら

解
放
さ
れ
た
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま

い
、
元
に
戻
す
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
以
前
の

様
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
は

笑
顔
が
広
が
り
、
人
と
人
と
のつ
な

が
り
が
強
く
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が

地
域
の
何
物
に
も
代
え
ら
れ
な
い

宝
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後

益
々
里
山
辺
地
区
が
発
展
い
た
し

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、

お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

里
山
辺
地
区
公
民
館
　
前
館
長

小
幡
　
泰
俊

　

皆
様
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
と
の
か
か
わ
り
が
私
を
元
気

に
し
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

優
し
さ
と
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も

健
康
な
毎
日
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

里
山
辺
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

堀
川
　
三
貴
子

小松　可奈

里山辺地区地域
づくりセンター

令和6年度　里山辺公民館決算書
（単位:円）

歳　　　入
項　　目 決　算　額 項　　目 決　算　額

歳　　　出

1,868,000
262,420
54,355

2,467,745
276,748
4,929,268

370,370
30,000
105,000
1,132,861
144,196
275,031

0
343,737
80,000
10,000

0
34,642
143,360
2,260,071
4,929,268

町 会 分 担 金
補 助 金
雑 収 入
繰 越 金
戻 入 金
　合　　計　

学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業費
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
まちづくり事業費
委 員 費
事 務 費 等
補 助 金
分 担 金
印 刷 製 本 費
会 議 費
保険料、慶弔費
次 年 度 繰 越 金
　 合 　 　 計 　

令和6年度事業費繰越内訳

150,000

500,000

800,000
200,000
500,000
110,071

令和7年度
年度当初事業費
スポーツ行事用
備 品 購 入 費
文化祭用備品購入費
公民館消耗品購入費
公民館備品購入費
その他事業費、予備費

公
民
館
活
動
に
つ
い
て
〜
過
渡
期
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
〜

令
和
７
年
度

人
事
往
来

松 本 市 公 民 館 報 【里山辺版】 第 405 号③ 2025（令和７）年　5　月　30　日（金）

世帯数：    5,608戸
　男　：    5,751人
　女　：    6,177人
　計　：  11,928人

2025年5月1日現在



◎
は
長　

〇
は
副　

◆
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長

 

町
会
名　
　

   

町
会
長　
　
　

 

公
民
館
長

下
金
井　

赤
羽
弘
康　

佐
分
祐
大

新　

井　

多
田　

健　

柿
澤
英
二

湯
の
原　

金
宇
恵
二　

中
野
隆
雄

藤　

井　

花
岡
彰
秀　

早
川
千
芳

上
金
井　

矢
﨑
茂
昭　

丸
山　

賢

薄　

町　

赤
羽
房
雄　

篠
田
秀
美

兎
川
寺　

中
村
弘
幸　

澤
柳　

充

荒　

町
〇
模　

良
太　

中
野
泰
行

西
荒
町
◎
成
田　

満
◎
櫻
井
英
夫

北
小
松　

豊
島　

実　

鎌
田
俊
彦

西
小
松　

小
野　

忠　

松
尾　

衛

南
小
松
〇
倉
田
治
全
〇
小
岩
井
健
司

林　
　
　
小
岩
井
里
美　

栁
澤
俊
彦

美
里
町　

丸
山
英
男　

後
藤
泰
裕

若
里
町　

中
谷
利
昭　
清
原
由
紀
子

小
松
町　

安
藤
善
朗　
平
林
憲
一
郎

◆
子
ど
も
会
育
成
会

◎
矢
﨑　

基 

〇
安
澤
菜
美

〇
土
屋
史
子 

○
小
幡
万
里
子

◆
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

〈
町
内
〉　
西
原
友
美　

鈴
岡
潤
一

浅
野
亜
弥　

早
川
千
芳　

丸
山　

賢

高
須
陽
介　

太
田
由
夫　
成
田
由
美
子

丸
山
佳
弘　

小
野　

忠　

倉
田
剛
志

栁
澤
俊
彦　

後
藤
泰
裕　
矢
澤
和
科
美

三
沢
進
一

〈
各
種
団
体
〉

◎
手
島　

学　

矢
﨑
茂
昭

〇
小
岩
井
健
司　
百
瀬
ひ
ろ
み

　
日
南
田
惠
子　

三
木
雅
博

　

堀
田
茂
樹　

小
澤
政
一

　

橋
爪
夕
稀　

宮
澤
一
男

　

矢
﨑　

基　

布
野
芳
枝

◆
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　
　

手
島　

学

公
民
館
主
事　
　

市
橋
佑
磨

会
計
年
度
任
用
職
員　

小
松
可
奈

◆
公
民
館
運
営
委
員

愛
瀬
三
枝　

成
田　

満　
小
岩
井
里
美

櫻
井
英
夫　

橋
爪
夕
稀　

坂
下
正
彦

小
澤
政
一　

小
岩
井
登
嗣
治

石
川
水
穂　

横
内
敏
之　

矢
﨑　

基

◆
体
育
委
員

〈
本
部
〉
◎
横
内
敏
之
〇
大
嶋
康
弘

〇
小
島　

勤

萩
原
健
志　

石
川
和
也　

荻
原
浩
司

大
和
潔
史　

羽
山
盛
治　

尾
上　

久

大
塚
美
穂　

蓑
島
太
郎　

百
瀬
哲
弥

百
瀬
一
実　

福
田
浩
道　

前
田
謹
一

〈
町
内
〉　
上
地
一
輝　

多
田　

均

平
野
忠
大　

大
塚
貴
史　
金
井
真
太
郎

上
條　

守　

野
澤
義
直　

丸
山
素
正

平
林
利
裕　

三
輪　

宏　

鈴
木
芳
幸

小
岩
井
傑　

田
村　

誠　

目
崎
浩
児

井
口
敏
夫　

百
瀬
和
男

◆
松
本
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

萩
原
健
志　

東
城
日
出
子

◆
文
化
委
員

〈
本
部
〉
◎
坂
下
正
彦
〇
瀬
木
弥
生

伊
東
観
智
子　
布
野
け
さ
子　
日
南
田
尚
久

佐
々
木
雅
子　

篁　

昇　

芦
田
陽
平

〈
町
内
〉
中
土
雅
人　
田
中
よ
し
子

丸
山
貴
世　
赤
木
か
よ
子　

篁　

昇

高
須
陽
介　

小
林
浩
之　

天
満
俊
孝

藤
沢
寿
美
子　

丸
山　

博　

井
内
実
男

高
木　

進　

栗
田
真
二　

瀧
澤
聡
之

竹
内
正
金　

三
沢
進
一

◆
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
村
本
千
絵
美　

○
愛
瀬
三
枝

千
野
三
千
代　

重
田
美
子　

石
川
水
穂

小
田
さ
お
り　
東
城
日
出
子　

辻
ト
メ
子

◆
館
報
編
集
委
員

◎
小
岩
井
登
嗣
治　

〇
浅
海
智
広

上
地
昭
一　

西
村
孝
也　

丸
山
陽
平

塩
原　

司　

青
木
資
子

（
敬
称
略
）

里
山
辺
公
民
館

　
町
会・各
役
員
他

里
山
辺
公
民
館

　
町
会・各
役
員
他

　

県
宝
で
あ
る
兎
川
寺
の
お
船
の

全
面
改
修
工
事
が
完
了
し
、
今

年
の
須
々
岐
水
神
社
大
祭
に
新
し

い
姿
を
披
露
で
き
ま
し
た
。
お
よ

そ
百
年
ぶ
り
の
大
改
修
で
多
額
の

費
用
を
要
し
ま
し
た
が
、
町
会
の

皆
さ
ん
の
長
年
の
積
立
金
と
、
市

お
よ
び
県
の
補
助
金
に
よ
り
、
2

年
が
か
り
で
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。
別
に
幕
一
式
も
新
調
し
、

す
っ
か
り
綺
麗
な
装
い
と
な
り
ま

し
た
。

　

兎
川
寺
の
お
船
は
天
保
初
年

（
１
８
３
１
年
）
頃
の
建
造
と
伝
え

ら
れ
、
宝
づ
く
し
な
ど
の
縁
起
物

薄川沿いの桜と美ヶ原
薄川沿いのハナモ

モ
上金井の枝垂桜

の
彫
刻
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
擬

宝
珠
柱
の
鶴
亀
の
金
具
、
螺
鈿
の

外
縁
な
ど
が
特
徴
で
す
。
岐
阜

県
高
山
市
の
宮
大
工
、
木
曽
平

沢
の
漆
器
店
な
ど
の
技
術
に
よ

り
、
見
事
に
美
し
く
修
復
で
き
ま

し
た
。

　

兎
川
寺
町
会
の
青
壮
年
で
組

織
す
る
「
お
祭
り
保
存
会
」
の
皆

さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
お
船
を
守

り
抜
い
て
き
た
町
民
の
努
力
に
敬

意
を
表
し
、
新
装
と
な
っ
た
お
船

を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
思
い
で
一
杯
で
す
。

ぎ

ら

で
ん

ぼ

し

「
兎
川
寺
の
お
船
」
新
し
い
姿
で
お
目
見
え
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